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発行元 ：石城地域づくり活動センター（令和７年２月号）

宇和町西山田423-1（ ＴＥＬ 62-9445 ）

毎週水・木・金曜日 放課後子ども教室

毎週土曜日 石城学び舎

〇 わら細工教室（石城小児童）

〇 市民病院指定管理者制度移行説明会

〇 れんげまつり前夜祭花火大会実行委員会の解散について

1月２８日（火）

先月のしめ縄教室に続き、わらを使用した作品教室第２弾を開
催しました。講師はおなじみの職人（上甲清さん、岡本保さん）。

作品は小型のホウキで、材料は稲穂の付いている部分のかたい芯

を使用します。準備するのにかなりの労力がいったことが想像に

難くありません。本当にありがとうございます。

お二人の熱のこもった指導もあり、それぞれの作品も
見事に完成（＾＾）。普通なら使わない

部分からホウキができるとは・・・

高齢者の方々の知恵袋は無限です！

１月２８日（火）

平成２２年度から始まり、途中、4回の中止があっあものの、石城地区の皆様に支えられて10回を数えた花火
大会ですが、昨今の物価高騰もあり、同規模の大会実施を行うことは困難な状況となっておりました。昨年1年か

けて協議を重ねてきましたが、継続的に行うことが困難と判断され解散する運びとなりました。

今まで応援していただいた皆様には文面にて失礼ではありますが、お礼に代えさせていただきたいと思います。

今まで本当にありがとうございました。～実行委員会一同～

１月２９日（水）

令和７年４月１日からの医療福祉３施設（市民病院、野村病院、つくし
苑）の指定管理者への移行についての説明会がｗｅｂで行われました。

３施設の管理を期間を定めて民間事業者等に委ねる制度で、住民サービス

の向上、経費の節減が期待されます。メリット、デメリットそれぞれあり

ますが、受ける側の地域医療振興協会も数々の実績とそれに基づくノウハ

ウ、そしてプライドもあることから、関係者すべてにメリットとなるよう
な運営に期待すると同時に、気づいた改善点があれば住民の声として市に

届けることが大切になってくると思われます。

〇２月３日（月）

今年の節分は２月２日（日）でした。
前日の戦いで力を使い果たしていた鬼さんは、園児たちから力を奪うために保育園に乱入し

てしまいました。ところが、前日は休みだった保育園児たちは元気もりもり（＾＾）

鬼が苦手な豆も大量に残っている状態でしたのでひとたまりもありません。
園児たちに浄化された鬼は、園児たちに明るい石城の未来をみたとつぶやいたそうです。

鬼 ＶＳ 地域の宝

～節分だよ、

園児集合～

鬼は～そと～

福は～うち～

ぐはっ まいった

来年もやろう

ぜ！

※説明会時の資料がまだ数部ほ

どあり、センターのロビーに置
いております。ご自由にお取り

ください。

☆ 第26回ふるさと学習会 3月15日（土）開催！～チラシ参照～



 ☆ 中山ゆたか石城録 ☆

～石城の便利屋さん～

地域おこし協力隊の中山です！！ 石城に来て初めての冬。12月、1月と気温は下がり続け、2月にはついに今季最強寒波

も経験しました。
最低気温に関しては出身の埼玉と同じ位だと思いますが、10時を過ぎても残る朝霧、田んぼから立ちのぼる地霧、関門海

峡を吹き抜けてくる北西の季節風、つんとした冷たい空気を吸いながら眺める冬茜など、新鮮かつ穏やかな気持ちで日々寒

～い季節を満喫しております。

冬本番の1月から2月にかけての心に残った体験を４つ紹介させていただきます。

①豆腐作り教室 ／ 新大豆を使った手作り木綿豆腐を教えていただきました

②小型車両系建設機械の特別教育／ 3トン未満の油圧ショベルの運転が可能になりました

③田植えの準備（土づくり） ／ 人生初めての米作りスタート（≒4畝の田んぼでの古代米栽培）

④消防団水利点検 ／ 4月入団に向けて点検業務の積載車に同乗させていただきました

中山ゆたか石城録をお読みいただきありがとうございます。今月もまた、本誌を通じて地域の皆様からのご厚意のほんの一

部を報告させていただきました。昨年4月以降、毎日新しい発見や驚き（感動）が途切れることなく続く活動（生活）の中で、
さらに充実した日々を積み重ねられるように、スマートフォンを使い様々な視点の写真を撮りためていますが全部を紹介でき

ず、少し残念でもあります。

2月下旬といえば昨年食べ損ねたフキノトウ等、早春の山菜のタイミングかと思います。それぞれの山菜を野山から出てきた

一番美味いタイミングで味わいたいと思います。


